	2008年度 第6回　早大中国塾例会

	前回10月例会では、 9月に実施した鑑真記念・日中青年交流事業で訪中した学生や実行委員などの所感を報告させていただき、好評を得ました。１１月例会では、まず、五輪後の中国の政治経済動向について、次に、空海が活躍した唐時代と日中交流について講演と皆さんとの議論を予定しています。塾のメンバーはもとより、初めての方、外部の方も歓迎します。今回は会場の都合で、日曜日となりました。お間違えなきよう。
演題
１．「五輪後の中国の政治経済動向を読む」
２．「空海の時代と日中交流を考える」
報告者等
１．財務省財務総合政策研究部部長・田中修氏（著書『検証　現代中国の経済政策決定』で、今般、「毎日新聞・アジア調査会」アジア・太平洋賞を受賞）
２．広州市翠南師範大学・文学院副教授（早稲田大学訪問教授）　　　　王一鳴氏（空海研究の第一人者）（モデレーター：木下俊彦）
日時
11月16日（日曜日）午後1：30～4:30 　
会場

早稲田大学・国際会議場　３F　第３会議室　
主催
早大中国塾代表：　木下俊彦   携帯090-83134403
Email: toshi-kinoshita@nifty.com
HP: http://homepage3.nifty.com/tkinoshita/
研究会
連絡担当
Mr. 談万青（＠上海）
後援団体など
中国留学生交流支援立志会（代表：五十嵐貞一氏）
（株）アジア人材開発（代表：折敷瀬興氏）
＊報告会のあと、時間のある有志での懇親会も用意しております。


	


